
令和６年度 日本赤十字豊田看護大学キャンパスライフ 学部アンケート結果 

 

【調査対象】後期に在籍する学部学生 

【調査方法】Microsoft Forms を使用した自記式アンケート調査（無記名） 

【実施期間】令和７年２月 28 日（金）～３月 14 日(金） 

【回答率】全体 63.8%（１年生 94.9％・２年生 79.7％・３年生 78.4％・４年生 4.3％） 

 

（１）アンケート結果の要約 

①学部生の結果と課題 

  今回の調査では 4 年生を除き回答率が 75％を超えており、昨年度よりも多くの回答

を得ることができた。３年生以上を対象とした設問も含め計 14 項目中 12 項目で満足

度が３以上の回答であり、残りの２項目については、学生の利用そのものがなかった。 

全学年を通して、「図書館」「大学からの各種情報提供」「チューター制度」「自習環境」

について、利用割合及び満足度ともに高い評価結果であった。満足度が最も高かったの

は「キャリア支援」、次いで「図書館」であり、全般的に学年による違いは無かったが

「オフィスアワー制度」について 3 年生の満足度が他学年に比して低かった。 

利用しやすさは「図書館」がもっとも高かったが、「オフィスアワー制度」が利用し

やすいとの回答割合が最も低く、利用割合も最も低かった。利用しやすさについては、

「クラブ・サークル活動支援」と「奨学金に関する相談」も他項目と比較して利用しや

すいとの回答割合が低かった。 

  以上から、「オフィスアワー制度」について実質的な機能の見直しを要すると考える。

次年度の検討課題とする。 

 

  

 



【学部】利用満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学部】利用満足度（就職ガイダンス・国家試験対策セミナー・国家試験模擬試験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学部】利用しやすさ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学部】利用しやすさ（就職ガイダンス・国家試験対策セミナー・国家試験模擬試験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）明らかになった課題と対策 

   キャンパスライフアンケートでは、大学に対する意見や要望を自由に記述してもらっ 

ている。寄せられた主な意見を元に対応方法を検討した。 

 

   スクールバスの本数について 

   スクールバスの増便の要望があった。時間割や乗車人数に応じてダイヤを決定してお

り、直ちに増便することは難しい状況にある。ダイヤについては学生の意見も適宜取

り入れながら検討していく。 

 

  学内室温について 

   講義室等で室内温度にばらつきが見られるという意見があった。学内の構造上温度差

が生じる場所があるため、サーキュレーターを使用して室温が一定に保たれるよう対

応するが、温度感覚には個人差があるので自身でも適切に調整してもらいたい。 

 



  生協について 

   食堂、売店の営業時間の延長、学食メニューの値下げ、購買での品揃え増加を求める

意見があった。営業時間については恒常的には難しいものの、試験的に一部延長する

日を設ける方向で検討している。メニューに関しては原材料費、人件費の高騰もあり、

値下げは難しい状況にあるが、少しでも手ごろな価格で提供できるように努める。購

買については、限られた売り場スペースであるが、利用者の要望に応じて品揃えを充

実させていきたい。 

 

  教務関係について 

  年間予定、授業スケジュールの開示を早めて欲しいという要望があった。 

  学年暦（年間予定）、授業スケジュール（時間割）は、年度当初の在学生オリエンテー

ションで配布し、また授業開始・試験などの重要日程については、前年度の定期試験

後の年度末オリエンテーションでも事前周知している。 

 

学生支援関係について 

奨学金制度が分かりにくいという意見があった。必要な情報は学内システムや掲示板 

等で随時情報提供を行う。また、それ以外にも様々な困りごとなどはチューター制度

等を活用し適宜教員に相談してもらいたい。  

  


